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発電実績は約 879億 kWhで、これは全国の約 37％
にあたり、全国一の原子力発電所の立地県である。
「もんじゅ」は、1982年に高速増殖炉の性能を技術
的に確認するための原型炉として建設が決定され、
現在の原子力長期計画では「我が国における高速
増殖炉サイクル技術の研究開発の場の中核」とし
て位置づけられている。しかし、1995 年のナトリ
ウム漏洩事故以来運転が中止されていたが、この
ほど改造工事が開始されることになった。そこで、
この推進組織の実質的な計画のひとつとして、「も
んじゅ」を中核とした「高速増殖炉（FBR）研究
開発センター（仮称）」を設置して、アジアにおけ
る中心的存在を目指す。また、「ふげん」を利用し
て原子炉の廃止措置事業の創出を目指し、地元企
業も参加できる基盤を作ることを目指すことも活
動の一つとなる。
　今回の推進組織は、海外では、原子炉を用いた
産学連携事業の事例はあるが、わが国では今回の
取り組みは初である。原子炉を単に電力の「生産
工場」としての活用のみならず、地域と原子力の
自立的な連携を目指して多方面に活用する動きと
して、今後の活動が注目される。
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